
 

12 1

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構

データサイエンス
共同利用基盤施設
Joint Support-Center for Date Science Reseach (ROIS-DS)

ROIS-DS

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構

データサイエンス
共同利用基盤施設
Joint Support-Center for Date Science Reseach (ROIS-DS)

ROIS-DS

支援事業
・データ共有支援事業

データベース名 研究分野、コミュニティ 活動内容
＜生命科学データベースの統合利活用＞
・TogoDX（生命科学データ俯瞰探索）
・TogoVar（日本人ゲノム多様性データベース）
・RDFポータル（生命科学RDFデータ一覧）
・�以上を支えるRDFデータ検索支援・作成支援な
どのツール群

生命科学、医学研究 データベース統合利用のための環境構
築、データベース統合化のための基盤技
術開発及び国際標準整備

＜極域科学の公開用データベースシステム＞
・学術データベース
・北極南極データアーカイブシステム（ADS）
・�超高層大気観測研究ネットワークデータシステム
（IUGONET）

極域・地球環境 南北両極域から得られた科学データの公
開と共同利用、データサイエンスを推進
し地球環境研究に貢献する

＜社会状況に関するデータの提供・共同利用＞
・�社会調査の個票データ�
日本人の国民性調査�
意識の国際比較調査
・�公的統計のミクロデータ�
（オンサイト解析室による提供）

社会科学全般（経済学、社会
学、政治学、行政学、国際関
係等）、世論調査、政府統計、
ソーシャルビッグデータ

社会状況に関するデータ（社会調査、公
的統計のミクロデータ、ソーシャルビッ
グデータ）有効利用のための大学間連携
ネットワーク基盤形成及び地域社会への
貢献

＜�データサイエンスに基づく人文学（人文情報学）
分野の創生＞

・日本古典籍データセット
・日本古典籍くずし字データセット
・江戸料理レシピデータセット
・顔貌コレクション
・江戸ビッグデータ
・歴史資料情報共有データベース

人文情報学、機械学習、�
美術史、古気候学、�
日本文化研究

情報学・統計学の最新技術を用いて人文
学資料（史料）を分析する「データ駆動
型人文学」、人文学研究の成果に基づき
構築したデータセットを超学際的に活用
する「人文学ビッグデータ」など、オー
プンサイエンス時代の新しい人文学研究
を展開

・データ解析支援事業
解析対象 研究分野、コミュニティ 活動内容

＜さまざまな生物種のゲノムデータ解析＞
・新規ゲノム決定
・ゲノム再シーケンス
・トランスクリプトーム解析
・メタゲノム解析

ゲノム生物学
ゲノム医学
ゲノム創薬

次世代型DNAシーケンサーから得られ
る大量の配列データに基づいた多様な生
命科学研究を対象に、情報科学的な解析
支援を実施

＜数値シミュレーション全般の理論・応用支援＞
・人流シミュレーション
・宇宙機シミュレーション
・沿岸海洋モデル
・核融合プラズマの統合輸送シミュレーション
・磁気圏電離圏モデル

交通工学
宇宙工学
地球物理学
核融合学
ほかデータ中心科学の考え
方・手法を用いる分野全般

データ同化やエミュレータなどの手法を
活用する研究相談・支援及び共同研究�
上記に関連するハンズオンによる講習会
や体験学習の実施

お問い合わせ窓口：データサイエンス推進室　電話 042-512-9254　E-mail ds_suishin@rois.ac.jp

パンフレット202310

ロゴマーク紹介
データサイエンスの略であるDSの文字で地球
（地軸）の傾きを、そして周囲は4つの研究所
を表現しています。
全体では、枠に収まらずに形を変えながら発
展するさまを表すとともに、親しみのあるシ
ルエットにより社会貢献を意味する組織をイ
メージしています。



データサイエンス共同利用基盤施設について

設　置：2016（平成28）年 4月 1日
所　在：�東京都立川市緑町10-3　立川キャンパス内データサイエンス棟、および各研究所
人　員：65人（研究系42人、事務系23人）
予　算：�5.86億円　2022年度（令和4年度）　※DBCLS�DB統合推進事業及びSIP受託事業等に係る予算を除く
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―連携、協働、そして発展へ―
データ駆動型研究で研究者を支援する
分野融合的な共同利用・共同研究拠点です。

 
情報・システム研究機構「データサイエンス共同利用基盤施設（DS施設）」は、大規模データの高度な解
析により科学や社会の課題を解決する「データサイエンス」を全国規模で融合的に推進するための共同
利用·共同研究拠点です。データサイエンス（データ駆動型研究）を合い言葉に大学等との連携・協働を
強化する目的で、2016年に情報・システム研究機構により設置されました。2023年現在、ライフサイエ
ンス統合データベースセンター（DBCLS）、極域環境データサイエンスセンター（PEDSC）、社会データ
構造化センター（CSDS）、人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）、ゲノムデータ解析支援セ
ンター（CGI）、データ同化研究支援センター（CARA）の計6センターで構成され、大学等の研究力強化
に貢献しています。当施設が扱うデータは、ゲノムや遺伝子に関する大量の生命情報データや大気レー
ダデータ等による観測データから、古典籍や社会調査、公的ミクロデータまで極めて広範囲に及ぶため、
情報・システム研究機構を構成する4つの研究所（国立極地研究所、国立情報学研究所、統計数理研究所、
国立遺伝学研究所）や、他の大学共同利用機関法人の研究所等と協力して活動しています。

◆ライフサイエンス統合データベースセンター◆
Database Center for Life Science （DBCLS）
生命科学分野のオープンサイエンスおよびライフサイエンス・
データベース統合化のための研究開発を推進

◆極域環境データサイエンスセンター◆
Polar Environment Data Science Center （PEDSC）
過去から現在に至る長大な時間軸を持った極域環境変動・地球
システム変動に関する貴重なデータと、その分析・解析支援を
提供する共同利用を推進

◆社会データ構造化センター◆
Center for Social Data Structuring （CSDS）
大学研究者のための社会調査データ、公的調査ミクロデータ、
ソーシャルビッグデータに関するデータベースを整備。また、
データ利用コミュニティを形成し、環境、治安、経済を含む各
種の社会的課題の解決のための実証的研究を促進

◆人文学オープンデータ共同利用センター◆
Center for Open Data in the Humanities （CODH）
データサイエンスに基づく人文学（人文情報学）という新たな
学問分野を創生するとともに、データを中心としたオープン化
を推進することで、組織の枠を超えた研究拠点を形成・強化

◆ゲノムデータ解析支援センター◆
Center for Genome Informatics （CGI）
最先端のバイオインフォマティクス技術を駆使して大量のゲノ
ム・トランスクリプトームデータから生物学的に重要な情報を
得るためのデータ解析支援

◆データ同化研究支援センター◆
Center for Data Assimilation Research and Applications （CARA）
データ同化計算技術による諸科学・産業界での課題解決

バイオデータ
研究拠点（BSI）

データサイエンス
教育・育成拠点

施 設 長

運営会議

DS連絡会

データサイエンス推進室
（プロジェクト事業推進のマネージメントを担当）

ライフサイエンス統合データベースセンター

極域環境データサイエンスセンター

社会データ構造化センター

人文学オープンデータ共同利用センター

ゲノムデータ解析支援センター

データ同化研究支援センター

データサイエンス共同利用基盤施設（ROIS-DS）

データ共有支援

データ解析支援

・支援事業（データ共有支援） 生命科学分野におけるデータ共有支援事業
極域環境科学分野におけるデータ共有支援事業
人間・社会分野におけるデータ共有支援事業
人文学オープンデータ共有支援事業

・支援事業（データ解析支援） ゲノムデータ解析支援事業
データ融合計算支援事業

 ・ 人材育成事業 
（データサイエンティスト育成）

OJTによるデータサイエンス人材の育成�
データサイエンス教育人材（DS教員）養成事業

・ 公募型共同研究 
（ROIS-DS-JOINT ）

一般共同研究
共同研究集会

・データサイエンス教育・育成拠点 DS施設と各研究所の連携により、様々なレベル・分野のデータサイエンス人
材を育成

・バイオデータ研究拠点 DS施設と遺伝研等との連携・センター統合および「データの収集・整理・標
準化等一体化」による世界レベルの研究効率化の支援

 ・ 日本文化ビッグデータ研究ハブ DS施設と人間文化研究機構との連携により、日本文化をデータ駆動型方法論
で分析

データサイエンスの推進拠点

事業内容

拠点活動

施設長　荒木 弘之 

公募型共同研究の 
説明は 

P.10にあります。

支援事業の 
活動内容は 

P.12にあります。
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ライフサイエンス統合データベースセンター

データベース統合化を通じた 
生命科学分野のオープンサイエンスの推進

本センターは生命科学分野のオープンサイエンスを目指し、全国の大学、研究機
関などが所有・生産する多様かつ急速に増加するデータベースを一元的に利活用
するための「データベース統合化」に関する研究開発を行っています。データの
記述に用いる用語とその分類体系（オントロジー）を標準化した知識グラフの構築、
構築された知識グラフから必要な情報を効果的に抽出するための技術開発、文献
情報の有効利用などに力を入れています。また、世界各国のデータベース開発機
関からエキスパートを招き、バイオハッカソンなどの開発者会議を毎年開催し、
統合化のための技術開発と標準化を国際的に主導しています。

▲

ウェブ上に分散しているデータベー
ス（DB）を統合的に利用できる環境を構
築するために、生命科学 DB の知識グラフ
（Knowledge�graph）�化を目指し、各種データ
ソースの Resource�Description�Framework�
（RDF）�化支援と RDF データの集積を行って
います。また、知識グラフ基盤を利活用する
ための様々なアプリケーションを開発してい
ます。例えば、様々な情報を統合的に探索
するためのフレームワーク TogoDX を開発
し、ヒトに関する情報をワンストップで探索
することができるアプリケーション TogoDX/
Human（https://togodx.dbcls.jp/human/）
を提供しています。研究対象の絞り込み、実
験結果の解釈や考察の一助として利用できる
ほか、絞り込んだ結果を統合解析に応用可能
です。今後はヒトに関するデータをさらに充
実させるとともに、TogoDX�を他の生物種へ
応用するなどの展開をしていきます。

▲

統合的利用の実現には、国内外のDB�関係
機関との連携が必要です。そのために約 1週間の合宿形式で
共同開発作業を集中的に行う国際版「BioHackathon」を始め
とする各種のハッカソンを 10 年以上開催してきました。コロ
ナ禍で開催が難しい中でも、国内版バイオハッカソン（年1回）、
Togothon（旧 SPARQLthon、毎月 1回連続 2日間でデータ統
合に関する議論や開発の相談を行う）の開催を継続し、2023
年 6 月には 4年ぶりの国際版バイオハッカソンを再開できま
した。これらにより、データ相互利用のためのルール、仕組み
やツールができ、国内外の機関で採用されてきており、国際的
な標準化を進めています。

小原 雄治センター長

様々なデータベースを統合した知識グラフとデータを統合的に探索するためのフレームワーク
TogoDXによるデータ解析プラットフォーム

2023年 6月開催の国際版バイオハッカソン集合写真＠小豆島

■ ROIS-DS-JOINT　ライフサイエンス統合データベースセンター支援対象　
大学、研究所、企業等に所属の方で、以下の技術およびその関連手法の開発・応用を考えている方
キーワード：�【生命科学データ統合】【知識グラフ】【大規模データ解析】

　ROIS-DS-JOINT これまでの採択課題一覧詳しくはこちら

極域環境データサイエンスセンター

南北両極域から得られた様々な科学データの 
公開と共同利用、データサイエンスを推進し 
地球環境研究に貢献することを目指しています。

当センターでは、国立極地研究所を中心とする極域科学研究コミュニティが、南
極域、北極域での観測・研究活動により取得した、多分野かつ多種多様な科学デー
タの公開と共同利用を促進し、大学等外部コミュニティとの連携をさらに強化し、
より多くの研究成果の創出と、極域科学研究の価値のさらなる向上に、データ活
動面からの支援を行うことを目的とした活動を行っています。また、国際的には、
日本の極域観測・研究のナショナルデータセンターとしての役割も果たすことを
目指しています。このように、極域科学におけるデータ活動の中核を担うとともに、
データに基づく新しい極域科学を創生し、地球環境研究に貢献することを目的と
しています。

▲

極域環境データサイエンスセンターが取り扱うデータは、
南極域、北極域での科学観測・研究活動によって取得された
全ての分野のデータになります。両極域では、国立極地研究
所（極地研）を中心に、超高層、大気、海洋、雪氷、地学、
生物など様々な分野の観測・研究が行われていて、様々な媒
体に記録されたデジタルデータや、採取されて保管された試
料系データなど、多種多様なデータが取得されています。
それらのデータは、取得後に、様々な処理、解析、分析をさ
れ、物理的に意味のあるデータとなった後に、それらを基に
した科学的な成果が生み出されます。信頼される科学的成果
を生み出すためには、データの信頼性が確保される必要があ
ります。そのためには、データが確実に保管されていて、失
われたり、劣化したり、改ざんされたりしないこと、そのデー
タが誰にでも利用可能で、同じ科学的成果の再現性が保たれ
ること、などが求められます。

▲
また一方で、地球環境変動のような研究では、多分野の多

種多様なデータを同時に用いることによって全く新しい成果
が生み出される、ということもあります。
その場合は、様々なデータの所在情報、属性情報などのメタ
情報（メタデータ）を統一的に扱う必要があります。また、
ある分野のデータが、予想も出来ない分野に応用され、予想
もされない新しい成果や価値が生み出される、ということも
あります。
そのためには、そのデータの公開性や所在の分かり易さが重
要になります。当センターでは、こうした、極域科学データの、
処理、解析、保管、共有、公開、共同利用、についての活動
支援を行っています。

極域環境データサイエンスセンターの活動内容
国立極地研究所

①統合データベース

⑤データ出版：Polar Data Journal
⑥国内・国際コミュニティとの連携
⑦データサイエンス・共同研究の推進

③時系列系
　データベース
④試料系
　データベース

②公開用（汎用）データベースシステム
■学術データベース  ■ADS  ■IUGONET

情報・システム研究機構
データサイエンス共同利用基盤施設

極域環境データサイエンスセンター
外部コミュニティ

・大学
・研究機関
・企業
・一般社会
・国際組織観

測
研
究
活
動

極域科学コミュニティ

極域環境データサイエンスセンターの活動内容
国立極地研究所

①統合データベース

⑤データ出版：Polar Data Journal
⑥国内・国際コミュニティとの連携
⑦データサイエンス・共同研究の推進

③時系列系
　データベース
④試料系
　データベース

②公開用（汎用）データベースシステム
■学術データベース  ■ADS  ■IUGONET

情報・システム研究機構
データサイエンス共同利用基盤施設

極域環境データサイエンスセンター
外部コミュニティ

・大学
・研究機関
・企業
・一般社会
・国際組織観

測
研
究
活
動

極域科学コミュニティ

門倉 昭センター長

極域環境データサイエンスセンターでは、南北両極域での科学観測・�
研究活動によって取得された全ての分野のデータを扱います。

極域環境データサイエンスセンターは、極域科学コミュニティと�
外部コミュニティとの間の様々なデータ活動の橋渡しをします。

http://pedsc.rois.ac.jp/ja/activity

■ ROIS-DS-JOINT　極域環境データサイエンスセンター支援対象　
大学、研究所、企業等に所属の方で、以下のデータやデータベースの利用を考えている方
キーワード：�【極域科学データ】【学術データベース】【IUGONET】　

　ROIS-DS-JOINT これまでの採択課題一覧詳しくはこちら

https://togodx.dbcls.jp/human/
https://ds.rois.ac.jp/crp/programs/
https://www.nipr.ac.jp/
http://pedsc.rois.ac.jp/ja/activity
https://ds.rois.ac.jp/crp/programs/
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社会データ構造化センター

社会を対象として得られる様々なデータの整備と 
共同利用を通じて社会的課題の解決に貢献

社会データ構造化センターは、社会で生じる様々な事象を測定・計測することで
得られる様々なデータ―個人や組織を対象とする社会調査の実施を通じて得られ
る社会調査データ、官庁等の公的セクションが実施する統計調査の結果としての
公的ミクロデータ、様々な機器を通じて社会活動をリアルタイムで計測するソー
シャルビッグデータ、等―を整備すること、それらを広範な活用に供することで、
各種の社会的課題の解決のための実証的学問を促進し、実証的データに基づく政
策立案の実現のための研究基盤を発展させることを目標に活動しています。デー
タの整備・活用に資する基盤的な技術開発も、本センターの活動の目標の一部と
なっています。

▲

本センターは、データが得られる分野に対応して、主に3つのグループに分かれて、次のプロジェクト・事業を展開しています。

社会調査関連事業
全国共同調査ネットワーク形成
によるデータ収集、及び社会調
査データの整備と公開を進めま
す。統計数理研究所から継承し
た大規模学術調査データの整備
と公開、他機関の研究者と共同
で実施する調査の企画やデータ
共有、社会調査の実施に伴うコ
ンプライアンスに関わる課題の
研究と普及などのプロジェクト
を推進しています。

公的ミクロデータ事業
公的統計データの整備と共同利用システム
の発展、及びオンラインのデータ解析シス
テムの研究開発、オンサイト施設の運営な
どを担当します。公的ミクロデータの安全
な公開に関わるミクロデータ・セキュリ
ティー、公的統計二次的利用の推進、経済・
金融分野でのリスク管理に関わる高度信用
リスク、政府統計を用いたEBPM（証拠に基づ
く政策決定）、等の研究プロジェクトを推進
しています。公的統計ミクロデータ研究コ
ンソーシアムの事務局機能も担っています。

ソーシャルビッグデータ事業
異なる組織の研究者間によるソーシャル
ビッグデータを用いる研究活動で必要とな
る共同利用データの管理方法ならびにプ
ラットフォームの整備を進めています。ま
た、ソーシャルビッグデータを用いた共同
研究も実施します。実社会データ共有基盤
の開発を目指すプロジェクトでは、道路や
交通などの社会インフラで、常に変動する
実社会の状況の効率的な収集、状況把握、分
析を可能にするデータ共有基盤システムを、
自治体等と連携して実証的に開発します。

研究者

訪問
リモート
アクセス

探索型のデータ分析

データ秘匿
処理

審査者

オンサイト施設

安全な
分析結果 安全性

審　査

公的
ミクロデータ

中央データ
管理施設

分析結果

前田 忠彦センター長

データライフサイクル オンサイト解析のプロセス（施設利用についてはP.11を参照ください）

■ ROIS-DS-JOINT　社会データ構造化センター支援対象　
大 学、 研 究 所、 企 業 等 に 所 属 の 方 で、 以 下 の デ ー タ に 関 わ る 整 備 と 共 同 利 用、 共 同 利 用 に 至 る 諸 プ ロ セ ス に 
関わる基盤的技術の開発・研究を考えている方
キーワード：��【社会調査データ】【公的ミクロデータ】�

【ソーシャルビッグデータ】　 　ROIS-DS-JOINT これまでの採択課題一覧詳しくはこちら

人文学オープンデータ共同利用センター

人文学におけるオープンサイエンスと 
デジタル変革の推進：
データ駆動型人文学と人文学ビッグデータの展開

人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）は、人文学分野におけるオープ
ンサイエンスとデジタル変革の推進を目指し、2つのテーマに注力して研究を進
めています。第一に、情報学・統計学における最新のデータ駆動型技術の導入に
より人文学の研究方法を変革する「データ駆動型人文学」の研究です。日本古典
籍に対するAIくずし字認識の研究やIIIF（International Image Interoperability 
Framework）を活用した美術史研究など、新しい技術を用いて人文学データから新
たな知を創出します。第二に、人文学分野で生み出されたビッグデータを他分野
の研究に活用する「人文学ビッグデータ」の研究です。江戸時代の日記から天気デー
タを取り出して古気候復元に用いる歴史ビッグデータの研究などを進めています。

AI くずし字認識アプリ「みを」
スマホでくずし字画像を撮影する
と、AI が数秒で現代日本語文字に変
換して表示するアプリを、iOSおよび
Androidで無料公開しています。

IIIF Curation Platform
IIIF の世界に、キュレーションという
新しいコンセプトを導入し、�利用者主
導型の IIIF プラットフォームを実現し
ます。

顔貌コレクション（顔コレ）
IIIF�Curation�Viewer を用いて、美術作
品に出現する顔の部分を切り取って収
集し、美術史研究に活用します。

江戸ビッグデータ
都市「江戸」に関する地理情報と紐づ
く、商業や観光・人物などの歴史ビッ
グデータを統合し、データを基に過去
の世界を分析します。

武鑑全集
江戸時代の200年続いたベストセラー
『武鑑』を網羅的に解析し、大名家や
幕府役人に関する中核的情報プラット
フォームを構築します。

れきすけ
歴史資料を利用した研究のために、歴
史資料に関する知識や経験を、様々な
分野の研究者で共有します。

北本 朝展センター長

■ ROIS-DS-JOINT　人文学オープンデータ共同利用センター支援対象　
大学、研究所、企業等に所属の方で、以下の技術およびその関連手法の開発・応用を考えている方
キーワード：�【日本古典籍・くずし字】【IIIF】【人文学ビッグデータ】【デジタルヒストリー】

　ROIS-DS-JOINT これまでの採択課題一覧詳しくはこちら

https://csds.rois.ac.jp/
https://csds.rois.ac.jp/research/ssg/
https://csds.rois.ac.jp/research/omd/
https://csds.rois.ac.jp/research/SBG/
https://ds.rois.ac.jp/crp/programs/
http://codh.rois.ac.jp/
http://codh.rois.ac.jp/kuzushiji-ocr/
http://codh.rois.ac.jp/iiif/
http://codh.rois.ac.jp/iiif/
http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/
http://codh.rois.ac.jp/miwo/
http://codh.rois.ac.jp/icp/
http://codh.rois.ac.jp/face/
http://codh.rois.ac.jp/edo+150/
http://codh.rois.ac.jp/bukan/
https://rksk.ex.nii.ac.jp/
https://ds.rois.ac.jp/crp/programs/
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ゲノムデータ解析支援センター

大量のゲノム・トランスクリプトームデータ 
から生物学的に重要な情報を抽出するための 
情報科学的解析を支援します。

次世代シーケンシング（NGS）技術の発展に伴い、さまざまな生命科学研究の分野
で新規ゲノムシーケンスやリシーケンス、トランスクリプトーム解析などのNGSを
用いた解析が広く行われるようになってきました。しかし、NGSデータはあくまで
塩基配列の断片データでありデータ量も膨大なため、これらを効率的に解析し目的
に合う結果を得るには生物学の知識に加えてバイオインフォマティクスの知識と技
術が不可欠です。  
ゲノムデータ解析支援センターでは、大量のゲノムデータを迅速かつ高精度に解析
するための情報科学技術の研究開発や、最先端の手法を用いた実データの解析支援、
またそのための人材の育成を行なっています。 

▲

ゲノムデータ解析支援センターでは、
大学・研究機関等の研究者を対象にさま
ざまな種類のゲノムデータ解析支援を
行なっています（図 1）。2016 年度から
2021 年度（平成 28～令和 3年度）まで
の 6年間には、32の大学・研究機関（代
表者の所属）からの依頼で合計51課題の
解析支援を実施しました。

▲

取り扱うゲノムデータは主にNGSの配
列データですが、研究の目的や実験条件
などは研究ごとに大きく異なります。ま
た、対象の生物種も哺乳類やその他脊椎
動物を中心に、昆虫、植物、真菌、原核
生物などさまざまで、ゲノムサイズや構
造、進化的背景などに応じて適切な解析
手法を選択する必要があります。当セン
ターでは豊富な解析経験を活かして研究
目的に応じた柔軟で高精度な解析支援を
行なっています。

▲

また、解析支援を円滑に実施するため
にゲノムアノテーションパイプライン
（図 2）やゲノム再シーケンスパイプラ
インなどの各種解析パイプラインの開発
を行なっているほか、遺伝子予測手法や
RNA-seqアセンブラ、メタゲノムの種分
類手法などの新規解析手法の開発も行な
い、最先端の解析手法を提供できる環境
を整えています。

PGAP

Genome 
assembly

Genome 
assembly RNA-seq

Trinitiy.fasta

gene prediction
（ using Funannotate pipeline;v�.�.� ）

De novo transcriptome
assembly（trinity）

Ab-inito 

Get longest-orf
（TransDecoder）

Protein sequences
by“A�R”selection

PGAP_prot.gff,PGAP_rnaseq.gff,
PASA.gff,Ab-initio.gff

Integration of gene models：
gMerge（In-house program）→DS-gap.gff

Protein database

�.P�A：Making alignments.

�.A�R：Making RGN-data.

�.R�G：Making gene models
（“SPALN”-based custom 

   program）.

Augustus training
→PASA.gff,Augustus parameter

Gene prediction step
→Ab-initio.gff

Integration of gene models：
EvidenceModeler→Fun_evm.gff

・UniRef��
・近縁種のタンパク配列
・Longest-orf

PGAP.gff

野口 英樹センター長

■ ROIS-DS-JOINT　ゲノムデータ解析支援センター支援対象　
大学、研究所、企業等に所属の方で、以下の技術およびその関連手法の開発・応用を考えている方
キーワード：【バイオインフォマティクス】【次世代シーケンシング（NGS）】【ゲノムDNA・RNAデータ解析】

　ROIS-DS-JOINT これまでの採択課題一覧詳しくはこちら

データ同化研究支援センター

シミュレーションと観測データの統合による問題解決： 
合わないシミュレーションをまだ続けますか？　 
観測データを予測に生かすには？

データ同化とは、観測データと数値シミュレーションを統合する方法です。デー
タ同化により、高精度の予測が可能なシミュレーションである「データ同化シス
テム」や、計算時間を大幅に短縮できるシミュレーションである「エミュレータ」
を開発できます。本センターは、データ同化研究の相談窓口を開いており、面談
で助言や技術指導を提供し、問題解決の支援を行っています。統計科学を基盤と
するデータ同化の方法から、データ同化を応用する現場の観点からの相談対応、
ならびに共同研究が可能です。データ同化を新しく導入したいがどうすればよい
のか、データ同化の計算を完了したがこの先どうすればよいのか、など、ご相談
をお待ちしております。

【面談現場の実況中継】
立川までおいでいただき、ありがとうございます。
本日は、2時間程度、よろしくお願いします。

データ同化を導入したいということですね。そちらの分
野ではまだ使われていないと。「データ同化」という言葉
はどこで聞かれました？　私のセミナーをお聞きに。あり
がとうございます。それで、シミュレーションはお持ちで、
観測データもあると。
はい、ではご説明、よろしくお願いします。
（説明中）
なるほど、ありがとうございました。

ではデータ同化の説明に入ります。説明いただいた資料
の、この変数を全部まとめて x、この方程式を全部まとめ
て fと書きたいのですが、よいでしょうか。ホワイトボー
ドに書きますね。はい、xは巨大なベクトルになります。
時間ステップが違う変数は別にまとめます。データのほう
も同じように、全部まとめてyとします。

これからがデータ同化の本題です。xと yが合わないこと
が問題なので、データ同化では、yを使って xを修正する
のです。修正といっても、単に x の値を y の値で置き換
えてもうまくいかないところが難しいのです。うまく修正
するための、パラメータがいくつも出てきます。感じをつ
かむために、簡単な例題を実装してみるのがよいです。

サンプルプログラムですか？　今後を考えると、紹介し
た本を参考に、最初からプログラムを書いたほうがいい
です。シミュレーションがFORTRAN�なら、データ同化も
FORTRAN�で始めるのがよいです。頑張ってくださいね！

相談の受付
（ホームページ等）

面談による対応

ノウハウ等の提供

解決

解決しない
場合

共同研究として実施

●データを用いてシ
ミュレーションの性
能を向上させたい

●データとシミュレー
ションから新たな知
見を得たい

●実験・シミュレーショ
ンを統合してもの
づくりを効率的に行
いたい

などの課題

上野 玄太センター長

研究相談は、ホームページをご覧のうえメールにてお申し込みください。図1　当センターで行なっているゲノムデータ解析

図2　ゲノムアノテーションパイプライン センター長との初回相談が落着し、相談内容（ホワイトボード）を写真撮影

■ ROIS-DS-JOINT　データ同化研究支援センター支援対象　
大学、研究所、企業等に所属の方で、以下の技術およびその関連手法の開発・応用を考えている方
キーワード：�【データ同化】【シミュレーション】【エミュレータ】　

　ROIS-DS-JOINT これまでの採択課題一覧詳しくはこちら

解析内容
・De�novo ゲノムシーケンス
De�novo ゲノムアセンブリ
参照配列のない新規生物種のゲノムを、
NGSデータを用いて構築します。
ゲノムアノテーション
ゲノム配列上の遺伝子の位置やエキソン -
イントロン構造を同定し、注釈付けします。
・ゲノムリシーケンス
全ゲノムリシーケンス
全ゲノムの配列リードを参照ゲノム配列
と比較し、SNVや構造多型を検出します。
ターゲットゲノムリシーケンス・エピジェネティクス解析
エキソーム、RAD-seq、ChIP-seq、HiC-seq 等々。

・トランスクリプトーム解析
遺伝子構造・発現解析
RNA-seq データのde�novo アセンブル・マッピング
を通して、遺伝子構造同定や発現量解析を行います。
non-coding�RNA 解析
RNA2 次構造予測、miRNA のターゲッ
ト検索など。
・メタゲノム解析
メタゲノムアセンブリ
メタゲノム配列リードをde�novo でア
センブルします。
種分類、遺伝子予測
メタゲノム配列のクラスタリング、遺
伝子予測、パスウェイ解析など。

https://ds.rois.ac.jp/crp/programs/
http://daweb.ism.ac.jp/cara/ja/
http://daweb.ism.ac.jp/cara/ja/
https://ds.rois.ac.jp/crp/programs/


公募型共同研究

10 11

公募型共同研究「ROIS-DS-JOINT」
DS施設では、全国の研究者に共同利用／共同研究の機会を提供するため、データサイエンスに関する公募型共同研究プログラム

「ROIS-DS-JOINT」を毎年募集しています。このプログラムには、DS施設各センターの研究者と研究リソースを活用して共同研究

を行う「一般共同研究」と、各センターを中心に研究交流、講習会等を行う「共同研究集会」の2種類があります。

一般共同研究
・�代表者は当機構以外の教育・研究機関の研究者�

（図書館司書や博物館等の学芸員、研究員を含む）

・�最大 100万円の予算で、旅費以外に役務費や物品購入も可能�

（機関が通常備えるべき物品や消耗品等は対象外です）。

共同研究集会
・�代表者は当機構以外の教育・研究機関の所属者�

（研究・開発、調査を主たる業務としない方も申請が可能）　⇒　民間企業の研究者や自治体等の職員なども申請可能

・最大50万円の予算で、旅費が基本（場合により会場費など）

共　通
・�DS施設はデータの共有・解析支援を目的とした組織であるため、�

データ生産（調査等を含む）のみを目的とする課題は本公募の対象外です。

・�研究費の使途は、共同研究の実施に直接必要なものに限ります。�

またDS施設側で予算執行（発注・検収）できるものに限ります。

・学会参加費及びそのための旅費、論文出版費は、条件を満たした場合のみ認められます。

どちらも共同研究者として1名以上のDS�施設の教員を含めてください。

申請に先立って共同研究者の�DS�施設の教員との充分な事前相談をお願いします。

募集情報等については�DS�施設版�JROIS（https://ds.rois.ac.jp/jrois）でお知らせします。

参加大学の内訳（一般共同研究参加者の所属大学種別と網羅率。2023 年度における累計値）
国立大学：44/86大学＝ 51.2％の大学が参加（2021年度は39.5％、2022年度は45.3％）

公立大学：12/100大学＝ 12.0％の大学が参加（2021年度は10.3％、2022年度は11.0％）

私立大学：40/629大学＝�6.4％の大学が参加（2021年度は�4.9％、2022年度は6.0％）

注）大学種別は、機関番号一覧（https://www-kaken.jsps.go.jp/kaken1/kikanList.do）による

⚫成果報告会・国際シンポジウム
公募型共同研究の成果発信として開催しています。3回目となる2022年
度についてもオンラインで開催しました（当日の講演動画はDS施設ウェ
ブサイトで公開済）。第1部の招待講演・基調講演、第2部の各センター
活動報告に続き、第3部ではビデオチャットツールを使用したポスター
発表の場を設け、共同研究の成果について活発な議論が行われました。
2023�年は「データサイエンス国際シンポジウム�2023�-�アジア・オセアニ

ア地域におけるオープンデータ協
力体制の構築 -」を開催します。

⚫研究支援・コーディネーション
当施設の研究コーディネーターが中心となり、学会等での広報活動、問合せ対応、
共同研究のスタートアップ支援等を行っています。これまでに生物学、医学、薬学、
工学、農学、環境学、地球惑星科学、統計学、金融工学など、30以上の学会でのブー
ス出展を通じ、幅広い研究分野のデータサイエンス推進を支援しています。

日本分子生物学会� 日本人類遺伝学会� 日本農芸化学会
日本進化学会� 日本薬学会� 日本生態学会
日本癌学会� 日本生物工学会� 日本地球惑星科学連合
日本アクチュアリー会� 日本保険 ·年金リスク学会、他
くわしくはこちら➡ https://ds.rois.ac.jp/information/exhibitions/

⚫ハンズオン（体験的）講習会
統合データベース講習会：AJACS（JST�主催DBCLS共催）、
RDF講習会�（DBCLS主催）、CODHチュートリアル（CODH
主催）、データ同化ハンズオン（CARA主催、写真参照）等
の各種ハンズオンを随時開催しています。またデータ比較
のプログラムを含んだ IUGONET講習会（PEDSC主催）を、
国内・海外で実施しています。

⚫オンサイト施設
データサイエンス共同利用基盤施設（ROIS-DS）では、社
会データ構造化センター（CSDS）が中心となり、調査票情
報や秘匿データなどを安全に利用するために入退管理シス
テム・監視カメラ等の高度なセキュリティ環境を整えたオ
ンサイト利用施設を整備し、研究利用に提供しています。

＜開室日時＞�平日�10 時～ 17 時
※�土曜日、日曜日、国民の祝日、12 月 29 日～ 1月 3日、及び、予
約状況カレンダーにて休業告知されている休業日を除く

※休業日の利用、時間外利用については応相談

⚫出版物
DS施設のこれまでの歩みをまとめた記録冊子「ROIS-DS�
データサイエンスへの歩み」、DS施設講演集「データサイ
エンスという未来」を発刊しています。

・ROIS-DS�データサイエンスへの歩み
・DS施設パンフレット
・�DS施設講演集�
「データサイエンスという未来」

情報発信

施設利用

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構

データサイエンス
共同利用基盤施設
Joint Support-Center for Date Science Reseach (ROIS-DS)

ROIS-DS

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構

データサイエンス
共同利用基盤施設
Joint Support-Center for Date Science Reseach (ROIS-DS)

ROIS-DS

気軽にポスター会場を行き来できる�
オンラインツールの活用�
（SpatialChat�Ltd�製）

研究費はDS施設で
執行します。

代表者に直接研究費
を配分するものでは

ありません。

DS推進室の活動について

https://ds.rois.ac.jp/jrois
https://www-kaken.jsps.go.jp/kaken1/kikanList.do
https://ds.rois.ac.jp/article/rois-ds_symposium_20230202
https://ds.rois.ac.jp/article/rois-ds_symposium_20230202
https://ds.rois.ac.jp/information/exhibitions/
https://ds.rois.ac.jp/center3_micro/

